
2
期
目
の
嘉
田
県
政

　

1
期
目
に
は
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
や
基
本
構
想
の
実
現

の
た
め
に
、
対
話
と
共
感
を
掲
げ

て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
市
町
や
議
員
、

そ
し
て
県
民
と
の
対
話
を
謙
虚
に

行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
考

え
ま
す
が
、
2
期
目
を
迎
え
る
に

当
た
っ
て
の
知
事
の
政
治
姿
勢
を

伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
次
ぐ
県
職
員
の
不
祥

事
に
よ
り
県
民
の
信
用
は
地
に
落

ち
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
の
再
発
防
止
に
向
け
た

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

県
政
の
課
題
は
、
常
に

住
民
生
活
の
現
場
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
場
の
声
に
耳
を

傾
け
る
「
対
話
」
が
県
政
運
営

の
原
点
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
掲
げ
た
政
策

に
つ
い
て
、
議
員
、
県
民
、
市

町
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
向

け
た
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
次
ぐ
県
職
員
の
不

祥
事
に
よ
っ
て
、
県
政
に
対
す

る
県
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
大

き
く
損
な
い
、
深
く
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
高
い
使
命
感
と
倫
理
観
を
持

ち
続
け
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
態
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
職

員
の
綱
紀
粛
正
と
服
務
規
律
の

確
保
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
再
発
防
止
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
西
広
域
連
合

　

関
西
広
域
連
合
の
設
立

趣
旨
で
は
、「
個
性
豊
か
で

活
力
に
満
ち
た
関
西
を
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
府
県
の
域
を
超
え
る
広

域
連
合
は
、
当
面
の
7
分
野
へ
の

取
組※

に
も
よ
り
ま
す
が
、
本
県
の

費
用
対
効
果
な
ど
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
想
定
さ

れ
て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

3
点
あ
り
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
広
域
災
害
発
生

時
に
お
け
る
相
互
応
援
態
勢
の

整
備
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航

な
ど
に
よ
る
、
県
民
の
命
を
守

る
取
組
の
拡
充
、
2
点
目
は
、

東
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
、
大
企

業
と
中
小
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
で
本
県
産
業
お
よ
び
地
域

の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
こ
と
、

3
点
目
は
、
資
格
試
験
・
免
許

等
の
業
務
の
集
約
に
よ
り
、
事

務
の
効
率
化
、
経
費
の
削
減
が

図
れ
る
こ
と
で
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
組
織
体
制
づ
く
り
や
一

定
の
負
担
金
が
必
要
と
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
、
広
域
連
合
が
広
域
的
な

行
政
を
担
う
責
任
主
体
と
し
て
、

権
限
を
も
っ
て
事
業
を
行
う
上

で
必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま

す
。　

関
西
広
域
連
合
を
設
立

す
る
こ
と
で
、
大
阪
、
京

都
、
兵
庫
の
大
き
な
府
県
が
中
心

と
な
っ
て
し
ま
い
、
滋
賀
県
が
埋

没
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
が
多
く
出
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
関
西
の
観
光
地
と
し

て
の
位
置
付
け
の
方
が
、
よ
り
多

く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
、
関

西
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
よ
っ
て
滋

賀
県
産
品
の
販
路
が
よ
り
拡
大
さ

れ
る
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま

す
。

　

関
西
広
域
連
合
に
参
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
県
が
ど
の
よ
う
に

活
性
化
す
る
と
考
え
て
い
る
の

か
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

広
域
観
光
や
広
域
産
業

の
分
野
で
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
の
中
で
県
が
よ
り
活
性
化
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
パ
イ
を
奪
い
合
う
の
で
は
な

く
、
全
体
を
大
き
く
す
る
こ
と

で
関
西
全
体
の
底
上
げ
を
図
る

も
の
で
あ
り
、
本
県
単
独
で
は

十
分
な
取
組
が
で
き
な
い
も
の

で
す
。
県
独
自
の
取
組
も
関
連

づ
け
て
、
外
国
人
観
光
客
の
誘

致
や
県
内
企
業
の
販
路
拡
大
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
基
本
構
想

　

県
民
の
大
き
な
期
待
を

受
け
て
再
選
さ
れ
た
知
事

が
、
選
挙
で
掲
げ
ら
れ
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
実
現
へ
の
道
筋
を
示

す
の
が
こ
の
基
本
構
想
に
な
り
ま

す
が
、
基
本
構
想
原
案
に
示
さ
れ

た
8
つ
の
扉
を
開
い
た
と
き
に
見
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え
る
滋
賀
県
の
姿
の
全
体
像
を
示

す
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
共
有
で
き
る
滋
賀
県

の
姿
と
し
て
、
こ
の
基
本
構
想
で

分
か
り
や
す
い
全
体
像
を
示
す
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
知
事
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　

基
本
構
想
で
は
、
県
民

の
皆
さ
ん
が
共
有
で
き
る

滋
賀
の
姿
と
し
て
、
4
つ
の
姿

を
描
い
て
い
ま
す
。

　

1
つ
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
、

不
安
な
く
、
楽
し
く
暮
ら
す
滋

賀
の
姿
、
2
つ
め
は
、
琵
琶
湖

の
再
生
や
低
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
人
と
自
然
が
つ
な

が
る
美
し
い
滋
賀
の
姿
、
3
つ

め
は
、
足
腰
の
強
い
経
済
に
支

え
ら
れ
た
、
た
く
ま
し
い
活
力

に
満
ち
た
滋
賀
の
姿
、
4
つ
め

は
、
県
民
み
ん
な
で
命
と
暮
ら

し
を
守
る
、
安
全
・
安
心
な
滋

賀
の
姿
で
す
。

　

な
か
な
か
端
的
に
表
現
し
に

く
い
で
す
が
、
一
言
で
申
し
上

げ
る
と
、
人
と
人
、
人
と
自
然

の
つ
な
が
り
の
力
で
支
え
る
「
住

み
心
地
日
本
一
の
滋
賀
」
と
で

も
い
う
も
の
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入

　

関
西
広
域
連
合
の
広
域

医
療
連
携
と
し
て
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
運
航
が
あ
げ
ら
れ
て
お

り
、
広
域
連
合
へ
の
参
加
が
県
民

の
生
命
を
守
る
施
策
の
充
実
に
繋

が
る
と
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
準
備
段
階
で
示
さ
れ
た
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
共
同
運
航
に
関
す
る

図
面
で
は
、
滋
賀
県
の
北
部
に

は
、
30
分
以
内
に
到
着
で
き
な
い

地
域
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

　9 月16 日から10 月13 日までの会期で開かれた滋賀県議会 9 月定例会では、「滋
賀県議会議員の定数および各選挙区において選挙すべき議員の数に関する条例案」
をはじめとする議員提出議案 10 件と「平成 22 年度滋賀県一般会計補正予算（第
3 号）」をはじめとする知事提出議案 39 件が上程されました。審議の結果、決算特
別委員会を設置して閉会中に審査されることとなった「平成 21 年度滋賀県一般会
計および各特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて」ほか 3 件を除いて、
いずれも原案のとおり可決または同意しました。
●関西広域連合の規約を可決しました
　滋賀県を含めた 2 府 5 県により設立される予定の関西広域連合について、そ
の規約を可決しました。
●委員会において附帯決議を可決しました
　厚生・産業常任委員会において、ドクターヘリの共同運航に関して、効果等の
検証等を求める「議第 91 号平成 22 年度滋賀県一般会計補正予算（第 3 号）に対
する附帯決議案」を、地方分権・行財政対策特別委員会において、関西広域連合
設立に当たり知事に適切な措置を求める「議第 121 号関西広域連合規約につき議
決を求めることについてに対する附帯決議案」を、それぞれ可決しました。

9月定例会の概要

※「７分野の取組」････ 広域連合の設立当初の事務は、広域防災、広域観光・文化振興、広域産業振興、広域医療連携、広域環境保全、資格試験・免許、広域職員研修の７分野です。事務は順
次拡充し、最終的には、国の地方機関の事務の移譲を目指すとされています。

用語解説

善水寺の紅葉（湖南市）

（社）びわこビジタｰズビｭｰﾛｰ




